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森　純一国際交流センター長の後任として，11 月 1 日付けで選出された。任期は平成 24















































































































































































































































































































































































































































































































































































務次官の他，Yuttana Trangarn副学長，Ping Kuna 
watsatit学長顧問，Jiroj Suparbpong学長顧問，Sinn 
Puangsuwan学長顧問，Romyen Kosaikanont学長補
佐，Ekkaphop Thonginta技師，Yiam Wongvanich経
営担当課長，Patama Srikhirin氏（建築士），Vanna 
Sirichana氏が同行し，日本側からは小森研究科長
の他，大津宏康教授，川崎雅史教授，久保田善明准
教授，山口敬太助教，Nipawan Chaleiwchalard氏
タイ大学省元事務次官を団長とする訪問団が桂キャンパスを訪問
講演を行う釜江教授
質疑応答の様子
小森研究科長（前列中央）とVanchai元事務次官（右隣）
他関係者集合写真
講演を行う矢守教授
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来日中の黄昌圭大韓民国知識経済部研究開発戦略
団長一行が，10月5日（火）に桂キャンパスを訪問さ
れた。
黄団長は，昨年までサムスン電子半導体総括社長
などを務めた後，今年４月，韓国政府の研究開発投
資の３分の１を握る知識経済部で，研究開発予算を
統括する研究開発戦略団長に任命され，事実上の「国
家のCTO」と呼ばれている。
一行は，工学研究科の松重和美教授，藤田静雄教
授に出迎えられ，船井哲良記念講堂で本学出身の
ノーベル賞受賞者の展示を見学された。続いて，小
森　悟工学研究科長を訪問された後，松重教授およ
び藤田教授から本学，特に工学研究科について説明
を受けられた。世界でも屈指の電子部品メーカーを
育んできた京都の知的土壌や，そこで研究活動を行
う本学について強い関心を示され，活発な意見交換
が行われた。
次に，インテックセンターのシミュレーションラ
ボを視察された後，黄団長の専門分野でもある電子
工学分野の松重教授と野田　進教授の研究室を訪れ，
韓国人留学生との会話を楽しまれながらも熱心に視
察された。
一行は早朝から精力的に日程をこなし，帰路につ
かれた。
 （大学院工学研究科）
大韓民国知識経済部研究開発戦略団長が桂キャンパスを訪問
大正14年に京都帝国
大学創立25周年記念事
業により，同窓会館と
して竣工した楽友会館
は，80年を超える歳月
を経て老朽化が進んで
いたが，このたび「京
都大学楽友会館再生事
業」として改修計画を
策定した。同会館は，
竣工当時の面影を残しつつ，本学の教職員や卒業生
の方々の会合その他の福利厚生事業等に本年10月 
１日から利用できるようになった。
10月９日（土）には，関係者が見守るなか，松本　紘
総長，大西有三理事・副学長による看板の上掲が行
われ，引き続き，同会館２階会議・講義室において
竣工披露式が開催された。長尾　真元総長，尾池和
夫前総長をはじめとする学内外の関係者約70名の出
席があり，松本総長の挨拶に続き，長尾元総長から
挨拶をいただいた。その後，大西理事から同会館改
楽友会館竣工披露式を開催
（博士後期課程学生），疋田　覚学術協力課長および
４名の事務職員が出席した。
はじめに小森研究科長が桂キャンパスの概要を説
明し，続いてVanchai元事務次官がメーファーラン
大学のキャンパスについて説明された。同大学はタ
イ国チェンライの山中にあり，同様に傾斜地に位置
している桂キャンパスの関係者と，傾斜地における
キャンパス造成について，盛んに意見を交わされた。
その後，一行は，桂キャンパスのEM（Energy 
Management）センター等を見学した後，帰路につ
かれた。
 （大学院工学研究科）
意見交換をする松重教授と黄団長
松本総長による挨拶
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10月9日（土），学術情報メディアセンター情報教
育システム研究分野が，総合博物館の協力を得て「試
作を通して自転車と駐輪を考えるワークショップ」
を同館エントランスホールで開催した。
同研究分野の喜多　一教授は，本学のグローバル
COEプログラム「知識循環社会のための情報学教育
研究拠点」に参画し，その活動の一環として「利用者
参加のものづくり」のケーススタディを行っている。
このワークショップは，ケーススタディに参加した
本学の学部生，大学院生などが提案した「駐輪しや
すい自転車」として実際に試作したものの披露を兼
ねて行われ，学内外から 30 名の参加者を得て開催
された。この試作車は，長野県岡谷市のインダスト
リーネットワーク株式会社が同市の補助金などを得
て製作したものである。
ワークショップでは，喜多教授が本学学生による
「駐輪しやすい自転車」の提案経緯を，また，製作に
当たったインダストリーネットワーク社が試作車の
開発経緯を紹介した後，学生に自転車を販売してい
る京都大学生活協同組合の風折昌樹氏から，学生や
地域の人々にとっても安全で快適な自転車の必要性
が述べられた。その後，このケーススタディに当初
から参加し，試作車の評価にも協力しているエネル
ギー科学研究科大学院生の渡邊雄飛氏から，実際に
試用して自転車の混雑する学内で大変使い易いとの
報告があった。
参加者は，実際に試作車に触れるなどした後，京
都で自転車の製造や販売を手がけておられる岩井商
会の岩井満郎会長など，自転車の専門家の立場から
のアドバイスを交えた討論が行われ，自転車のデザ
イン，安全走行のためのアピールの仕方，より多く
生産し普及するための方策などが話し合われた。
 （学術情報メディアセンター）
「試作を通して自転車と駐輪を考えるワークショップ」を開催
修内容について説明があり，岩井和夫名誉教授の発
声による乾杯に始まり，和やかな雰囲気での歓談が
行われた。
出席された方々は，思い思いに館内を見学され，
古き良き日を思い出しておられる様子であった。
今後，本学教職員並びに卒業生による会合や研修
会，また交流の場として，同会館の積極的な活用が
期待される。
 （総務部）
工学研究科で実施している日本学術振興会
（JSPS）拠点大学交流事業「都市環境」（交流相手先：
中国・清華大学）では，10月21日（木），22日（金）の
二日間にわたり，「第18回JSPS拠点大学交流事業『都
JSPS-MOE拠点大学交流事業「都市環境」日中合同会議を開催
ワークショップの様子
竣工披露式における歓談の様子
3307
京大広報 2010.11　No. 661
10月23日（土）・24日（日）の二日間，宇治キャンパ
スにある各研究所・研究科等を公開する「京都大学
宇治キャンパス公開2010」を開催した。当日は，天
候にも恵まれ，宇治キャンパス会場および宇治川
オープンラボラトリー会場合わせて，一般市民，大
学生，高校生，中学生，小学生など二日間で２千名
を超える参加者があった。
今年で14回目となるキャンパス公開の今回の統一
テーマは，「サイエンスが創る未来の社会」とした。
地域との交流の場でもある宇治おうばくプラザをメ
イン会場に，各研究所・研究科等の研究室を公開し，
一般市民に宇治キャンパスでどのような研究を行っ
宇治キャンパス公開2010を開催
 （大学院工学研究科）
市環境』日中合同会議」を北京の清華大学において開
催した。
本事業は，単に公害問題を解決するだけでなく，
人の行動規範として省資源・省エネルギーの立場が
より強く意識され，自然との共存・共生を目指す資
源循環型社会の構築を目的としている。
セミナーの開会
式では，中国側コ
ーディネーターで
あるHAO Jiming
清華大学教授か
ら，日中の研究者
への歓迎の挨拶が
述べられるととも
に，JSPSおよび本学へのこれまでの協力に対する謝
辞と今後の共同研究継続への抱負が述べられた。
開会式に出席いただいた福西　浩JSPS北京研究
連絡センター長は，JSPSの日本とアジアとの交流事
業について説明されるとともに，本事業の10年間の
結実として大きな成果を期待すると述べられた。
また，小森　悟
工学研究科長から
は，セミナー開催
に尽力された日中
の研究者に対する
感謝の言葉ととも
に，10年の長きに
わたって本事業を
支えていただいたことに対するJSPSへの謝辞が述
べられた。続いて，日本側コーディネーターである
津野　洋工学研究科教授が，本事業の10年の歴史と
現在までの成果を紹介した。
今回のセミナーでは，日中両国から合計80名を超
える参加者が集まり，二日間で70件の発表が行われ，
また，本事業の成果となる書籍の内容についても活
発な議論が行われた。
参加者集合写真
歓迎の挨拶を述べるHAO教授
スピーチをする小森研究科長
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ているかを広く知ってもらい，本学の研究活動への
理解を得るとともに，科学の魅力について考えても
らうことを目的として開催した。
23日午後に行われた公開講演会は，宇治おうばく
プラザのきはだホールで「宇宙からみる地球の大気」
（塩谷雅人生存圏研究所教授），「アジアと日本の農
村の持続的生存基盤に関する相互啓発実践型地域研
究」（安藤和雄生存基盤科学研究ユニット［東南アジ
ア研究所］准教授），「タンパク質の働きを見る」（三
上文三農学研究科教授）と題して行われた。また，
22日にプレイベントとして工学研究科の公開シンポ
ジウムを，24日午前には化学研究所の公開講演会，
午後には生存圏研究所の公開講演会をそれぞれ開催
した。
二日間を通して行われた総合展示では，各研究所・
研究科等の最新の研究成果を紹介し，研究室の担当
者がわかりやすく説明した。特別展示では，これま
での宇治キャンパスの歴史を写真で紹介した。公開
ラボでは，通常は見学できない各研究所・研究科等
の大型実験施設や実験室を公開し，体験学習を実施
するなど，幼児から大人まで楽しみながら先端科学
の研究に触れてもらった。また，企業の方を対象と
した先端研究施設産業利用相談コーナーの設置や，
宇治キャンパス内の樹木を散策しながら観察する樹
木観察会も行った。
 （宇治地区事務部）
臨床教育実践研究センターでは，毎年，深刻化す
る教育問題への取り組みの一環として，現代人の心
の理解に主眼をおいた公開講座を開催している。
今年度は，センター客員教授のアラン・グッゲン
ビュール（Allan Guggenbühl）氏を講師として，10
月24日（日）の午後1時から京都テルサ第一会議室で
開催し，心理臨床家や教育関係者，看護師，学生な
ど約120名の参加があった。
講演では，分析心理学の理論に基づいて，文化比
較的な視点や社会的な視点から日本人の鬱的傾向と
「適応の罠（周囲に適応しすぎることによって，その
人本来のあり方を見失ってしまうこと）」との関連性
が指摘され，自らの感情を表現する大切さなどが語
られた。具体的なエピソードの例がふんだんに盛り
込まれ，また，生き生きとした講師の語り口に接し
た参加者からは，「非常に刺激的で面白かった」「自
分と他人との関わり方を考え直すことができた」「自
分の感じていたことに確信を持つことができた」な
どの感想が寄せられ，貴重な機会となった。
本講座は，例年参加者から大変好評を得ており，
「専門家でなくても参加できるので大変嬉しい。今
後もこのような企画をぜひ続けてほしい」という声
が大きい。来年度以降も，現代社会の複雑な心の問
題を理解するための視点を，一般市民に向けて広く
提供できるよう開催していく予定である。
なお，今回の公開講座は，教育実践コラボレーショ
ンセンターと共催で開催した。
 （大学院教育学研究科）
教育学研究科附属臨床教育実践研究センター公開講座「仮面の下の涙：過剰な
適応が苦しみにつながるとき」を開催
公開ラボ：歴史のタイムカプセル，木材標本が語るもの
アラン・グッゲンビュール氏による講演の様子
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はじめに
自然界は，素粒子から宇宙にいたる様々な階層
から成り立っています。このそれぞれの理解を深
めようというのが多様性の追求です。他方，これ
らすべてのもとになっている基本法則や，いろい
ろな系に対して広く成り立つ法則を見つけようと
いうのが普遍性の追求です。これらは独立なもの
ではなく，一方の発展が他方の発展をうながすと
いう具合に，あいまって人類の自然認識を進歩さ
せてきました。 
多様性に対する認識を，単に自然界にはいろい
ろな現象があるのだという受身の立場からもう一
歩進めたのが創発という概念です。原理的には，
どんなに複雑な現象も単純な基本法則から生じて
いるはずです。しかしながら，たとえ基本法則が
わかったとしても，自然界には予想もできない多
様で新しい現象がおきています。これらは，一旦
認識されてしまえば基本法則から説明することは
できますが，少なくとも歴史的には，基本法則か
らの演繹によって得られたものではありません。
すなわち，自然界においては無限に多くの多様な
現象が創発しているというわけです。 
このように考えますと，なぜ物理学にとって普
遍性と多様性の両方が重要であるかがわかりやす
くなります。すなわち，ある現象の創発が発見さ
れたとする。そうすると，まったく違った系に対
しても同様の現象がおきる可能性があり，新しい
創発が予想される。それが確認されると，それら
の現象が創発するメカニズムが一つの普遍法則と
して得られる。その新しい法則性はもっともミク
ロなレベルでも現れる可能性があり，基本法則の
探求が進む。それをもとにさらに多彩な現象の研
究が可能になり，新しい創発が発見される。といっ
た具合です。 
本拠点は，このような普遍性と創発性のからみ
あいを物理学の本質ととらえ，次世代の物理学を
積極的に開拓していこうというものです。それに
は，物理学を細かい分野に分けてしまうのではな
く，全体を見渡せるようにするのが大切です。そ
のため，本拠点は理学研究科の物理学・宇宙物理
学専攻が一体となり運営しています。具体的には，
物理学第一，物理学第二，宇宙物理学の３教室か
らなる基幹講座に基礎物理学研究所をはじめとす
る協力講座が加わり，京都大学の物理学を結集し
た組織になっています。この組織には，約120名
の教員および約150名の博士後期課程大学院生が
含まれています。
本拠点のロゴ
本拠点のロゴは，禅の「円相」を基にしたもの
で，大徳寺の元管長である小田雪窓老師の書をデ
ザイン化したものです。円相は無一物中無尽蔵，
すなわち，何もないと思える中に実は限りなくた
くさんのものが詰まっている，ということを表現
しています。この黒い円は，ギリシアの「ウロボロ
スの蛇」にも通じる自然観，すなわち，普遍性を表
しています。一方，カラーの輪は創発性，すなわち，
既知の法則からの演繹的推論だけでは予想もでき
ない多様で新しい現象の発現を表しています。 
グローバルCOEプログラム紹介
プログラム名称： 普遍性と創発性から紡ぐ次世代物理学
　　　　　　　　－フロンティア開拓のための自立的人材養成－
拠点リーダー：理学研究科教授　川合　　光
申請分野：数学・物理学・地球科学　　研究分野：物理学
申請部局：理学研究科，化学研究所，基礎物理学研究所，
　　　　　低温物質科学研究センター
3310
京大広報 2010.11　No. 661
独自の新制度を導入した人材育成プログ
ラム 
本拠点の教育面における目標は，「フロンティ
ア開拓のための自立的人材養成」です。すなわち，
単に既存の学問分野を深化発展させるだけではな
く，既存の学問分野を乗り越えて境界分野や新し
い学問体系を開拓できる人材の養成を目標として
います。そのために，自由な発想や自主性を尊び，
国際性豊かで刺激的な教育研究環境を強化するた
めの，いくつもの独自の制度を導入しています。
 
BIEP（双方向国際交流プログラム）
物理学の進展には国際協力が不可避であり，若
手研究者養成においても，国際的な教育研究環境
が必須です。本拠点では，３ヶ月程度を単位とし
て，大学院生の国際招聘および海外派遣による双
方向の滞在型国際交流制度を導入しています。
TRA（Teaching-Research Assistant）制度
TA業務は，学部での良質な少人数教育の実現
はもとより，大学院生自身の物理学の正確で深い
理解に繋がります。また，学部生との交流が人間
的な成長の契機となり，高い社会的見識を有する
多様な人材輩出の芽となります。本拠点では，わ
が国の大学院教育に適合した新しい制度として，
独自のTRA制度を創設しました。これは，大学
院生が基礎力を高め実践力を身につけながら経済
的にも自立できるようにするためのもので，TA
業務を必須とし，同時にRAとしての役割も担え
るようにしたものです。
3311
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カリキュラム改革とキャリア支援
国内外の大学から，多様な人材が博士後期課程
へ編入してくるのを促進するため，同課程編入試
験を整備し制度改革を行いました。他分野の出身
者が戸惑うことなく学習・研究を始められるよう
に，特別な教育カリキュラム（加速レーン）を創設
しました。また，一般のカリキュラムについても，
専門分野以外の講義の履修を義務付けるとともに，
産業界，教育界，科学政策分野等の異分野の専門
家の講演を積極的に取り入れ，視野の広い自立的
研究者の養成を目指しています。さらに大学院生
の科学英語能力を強化するため，英語を母国語と
する物理学者を特任准教授として任用し，科学論
文執筆の指導に加え，発表や議論の指導も行って
います。また，本学のキャリアサポートセンター
や，京都府・市教育委員会と連携して若手研究者
のキャリアパスの拡大に取り組んでいます。
次世代物理学を育む研究プログラム 
研究面においては，各階層の最先端分野の研究
を一層推し進め，多様な現象に横たわる普遍性を
追求するとともに，多様な階層の連結，さらには，
創発性豊かな境界・融合分野の開拓を意識的に追
求しています。具体的には，以下に示すように最
先端領域と融合領域両面で研究プログラムを推
進・発展させるとともに，特別研究ユニットによっ
て新分野の開拓をはかっています。 
最先端フロンティア推進事業
a）ニュートリノ振動から大統一理論・究極理
論へ：T2K計画によるニュートリノ振動の観測
や，弦理論・場の理論の解析をとおして究極理
論の構築をこころみています。
b）クォーク多体系の新しい存在形態の探求：
J-PARCによる実験やK中間子探索実験等とそ
れらに対応する理論研究をとおしてクォーク多
体系の新たな存在形態を探っています。
c）極限天体・最遠方天体の探査研究：ガンマ
線バーストや最遠方銀河，活動銀河などの観測
をし，理論モデルとの比較をとおしてさらに深
い宇宙像の構築を目指しています。
d）新量子凝縮相の物理：スピン三重項超伝導，
鉄系高温超伝導，人工超格子，フラストレート
スピン系，テラヘルツ電磁パルスによる凝縮相
の制御等，新奇な量子凝縮相の実験的研究とと
もに，統一的な超伝導理論の構築等の理論研究
を進めています。
融合フロンティア推進事業
e）非平衡開放系のダイナミクス：宇宙プラズ
マ現象からソフトマター，流体，物性物理，生
命現象等に現れる数多くの非線形現象を統一的
に記述できる理論の構築を目指しています。
f）量子線ビームによるイメージング科学の開
拓：ガンマ線イメージング装置や，パルス中性
子イメージング装置など，物理学のみならず，
化学，生物学にもはばひろく応用できる測定装
置の開発を進めています。
g）原子を用いた量子情報，基礎物理の探求：
光格子を作成し，それを用いての量子計算機の
実現や，素粒子の対称性の検証をはかっていま
す。
h）特別研究ユニットによる新分野の開拓：４
つの特別研究ユニット（ナノ量子エレクトロニ
クス，非線形理論，重力・重力波物理学，場の
量子論・弦理論）を創設し，国際公募により准
教授各１名を採用し，新たな創発の発見につと
めています。
おわりに
京都大学は，長い歴史をもつ定評のある研究機
関として外国からの訪問も多く，また，基礎物理
学研究所は，国際会議や研究会の開催を業務とす
る共同利用の研究所として，世界の同様な研究所
の先駆けとなってきました。本拠点ではこうした
実績を背景にして，京都大学が次世代の物理学を
発信する世界的な基地として，また，自立してフ
ロンティアを開拓できる人材を養成する国際的な
拠点として発展していくことを目指しています。 
 （理学研究科教授　川合　　光）
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